
コミュニティ運動の先頭に立って 
スワプナ・マジュムダール （インド） 
 
45 歳のサムンデスワリはある成り行きから女漁師をしている。インド南部のタミル・ナドゥという海

岸沿いの州の、漁を生業としないコミュニティ出身の彼女は、17 歳で漁師と結婚して初めて漁業

について知った。夫の獲った魚を売るのが彼女の仕事だったのだが、夫が酒に家族の収入の大

半を使ってしまうので、魚を売った後は近所の保育園の保育士として働いた。家事もこなし、3 人

の子どもも育てていたが、自分の人生で何かを成し遂げたいと切望していた。 
 
そんな彼女は、やがて襲ってくる災害が自分のみならず多くの人々の人生を変えるきっかけにな

るとは思ってもみなかった。 
 
2004 年インドを襲った津波により、タミル・ナドゥも被災した。チェンナイの海岸近くに建っていたサ

ムンデスワリをはじめ多くの人々の家屋は、巨大な波によって破壊された。アルノドゥハヤという地

元組織が救援・再建活動を始めたが、コミュニティのメンバーの応援を必要としていた。村で教育

を受けたただ一人の女性はサムンデスワリで、2005 年彼女は組織のボランティアメンバーとして

登録された。 
 
これはサムンデスワリにとって待ち望んだ機会だった。彼女は、村の住民が給付金を得て、少しず

つ生活再建できるよう全力で支援した。「彼女は、住民が選挙人カードや、その他自分の権利行

使に必要な書類を入手する手助けをし、村に変革をもたらす役割を果たしました。」とアルノドゥハ

ヤの事務局長バージル・ドゥサミ氏は言った。 
 
飲み込みが早く、勤勉で責任感の強いサムンデスワリは、女性の権利に関わるコーディネーター

というポストに着き、107 名の女性から成る自助グループを指導する責任者になった。「災害によ

って自分の人生がこのように良い方向に変わり、人々を助ける仕事ができるようになるとは考えも

しませんでした。女性の権利について勉強する機会を得たうえに、女漁師の懸念を表明するため

に多くのグループと一緒に働くことができるのです。」とサムンデスワリは語った。 
 
サムンデスワリは、多くの女漁師と交流するようになり、「沿岸女性連盟」の結成に尽力した。これ

は 2008 年に設立された漁業・非漁業コミュニティから成る女性共同体である。それ以来、グルー

プは、蔓延するドメスティックバイオレンスやアルコール依存の問題にも取り組んでおり、村の酒

店を何軒か閉店させ、ドメスティックバイオレンスの問題をいくつか解決することに成功している。 
 
2008 年、沿岸のコミュニティの慣行上の権利を縮小するという通達を政府が出した時、サムンデ

スワリをはじめ、沿岸女性連盟のメンバーは反対運動に率先して加わった。「私たちは全員で目

隠しをして座り込みました。これは波紋を呼び、私たちの問題を前面に出すことができました。」と

彼女は語った。 
 
2014 年には、女漁師を動員して労働組合を立ち上げた。このような組合は国内初で、107 名の組

合員たちは共同体としての力を発揮し、女子トイレを魚市場に設置させることに成功した。これは

大きな成果であった。衛生管理上不可欠な排水設備の設置も、このような運動を通じて実現した。 



 
しかし、このようなコミュニティ運動を推進しながらも、彼女は家庭にトラブルの火種を抱えていた。

彼女が外での活動に多くの時間を費やすのを夫が快く思わなかったのである。夫は土地問題や

女性の権利に関する研修に彼女が長い時間を割くことにことごとく反対した。「家庭内は緊張状態

でした。夫の理解を得るために大変長い時間を必要としました。私が担当する研修に夫を連れて

ゆき、私の仕事を見てもらい、夫の怖れを和らげることができました。今では、出張するときの荷

造りを手伝ってくれるほどです。」とサムンデスワリは微笑みながら話していた。 
 

 


